
 

 

独立行政法人理化学研究所 バイオリソースセンター 
ナショナルバイオリソースプロジェクト 

「細胞」シンポジウム 

開 催 報 告

   平成１７年９月２９日（木）に開催いたしました『ナショナルバイオリソースプロジェクト 
「細胞」シンポジウム』に、大学、民間企業等のみならず高校生から70代の方まで約２５
０名の方々のご参加をいただき、誠にありがとうございました。 また、開催にあたりご協
力を頂きました皆様にも、厚く御礼申し上げます。 
   理研筑波研究所・柴田勉所長からの開会の辞、文部科学省研究振興局ライフサイエ
ンス課・呉茂ゲノム研究企画調整官からの来賓ご挨拶、理研・森脇和郎特任顧問から
のご挨拶の後、第1部では「放射線感受性と遺伝子多型」「成人T細胞白血病の治療の
現状と今後の展開」「幹細胞を用いた再生医療の現状」について、第2部では「ヒトES細
胞株の樹立と利用：なぜ万能細胞とよばれるのか」「ヒト間葉系幹細胞のマーカー遺伝
子を用いた品質検定」「成育バイオリソースとしての小児軟骨・胎盤・臍帯血・子宮内
膜・月経血・皮膚・脂肪」について、第3部では「レンチウイルスベクターを利用した幹細
胞研究の可能性」「In vitroにおけるマウス胚発生と個体形成」「細胞資源の充実による
知的基盤整備への貢献」について報告がなされ、会場からも多くの質問を頂戴し、たい
へん活発な会となりました。 以下に、その開催報告概要を掲載させていただきます。 
   我が国の知的基盤の整備を目標とするナショナルバイオリソースプロジェクトには、
研究者のみならず産業界からも大きな期待が寄せられております。 官民の期待に応え
るために、理研バイオリソースセンターは中核機関としての責務を果たしていく所存で
す。 今後ともご理解、ご支援を頂きたくよろしくお願い申し上げます。

ナショナルバイオリソースプロジェクト 細胞（動物細胞、がん細胞）、
ヒト細胞 中核機関：理化学研究所・バイオソースセンター

センター長 小幡裕一 
細胞材料開発室長 中村 幸夫

《開催概要》

1 テーマ ： 『ナショナルバイオリソースプロジェクト「細胞」シンポジウム』

2 開催日時 ： 平成１７年９月２９日（木）午前１０時～午後５時１０分

3 会 場 ： 日本科学未来館・みらいCANホール

4 主 催 ： 独立行政法人理化学研究所バイオリソースセンター

5 後 援 ： 文部科学省 / ナショナルバイオリソースプロジェクト推進委員会

6 開催形態 ： 公開・無料

7 開催趣旨 ： 独立行政法人理化学研究所バイオリソースセンター（理研BRC）細胞材



料開発室は、文部科学省のナショナルバイオリソースプロジェクト
（NBRP）において、平成14年度より「細胞（動物細胞、がん細胞）」の、
また、平成15年度からは「ヒト細胞」の中核機関に選定され、日本にお
ける細胞材料の確保・充実・安定供給に努めております。 従来の細胞
バンク事業の中心であった培養細胞株に加えて、「ポストゲノム研究」
や「発生・再生医学研究」等で求められている新しい細胞材料の安定し
た供給体制を構築することは、21世紀の世界において我が国の生命科
学分野が他国に遅れをとらないためにも喫緊の課題となっております。 
本シンポジウムでは、「ゲノムインキュベーターとしてのヒト細胞材料」
「ヒト体性幹細胞」「胚性幹細胞」に焦点をあて、最新の知見や話題を提
供いたしました。

8 プログラム ：

（ご挨拶） 開会挨拶 
  理化学研究所 筑波研究所 
    所長 柴田 勉

来賓ご挨拶 
  文部科学省研究振興局ライフサイエンス課 
    ゲノム研究企画調整官 呉 茂

ご挨拶 
  理化学研究所 
    特任顧問 森脇 和郎

（第１部）
  放射線医学総合研究所フロンティア研究センター 
    プロジェクトリーダー 今井 高志

テーマ：放射線感受性と遺伝子多型

  鹿児島大学大学院医歯薬総合研究科 難治ｳｲﾙｽ病制
御研究センター 
    教授 有馬 直道

テーマ：成人T細胞白血病の治療の現状と今後の展開

  京都大学大学院医学研究科 
    教授 中畑 龍俊

テーマ：幹細胞を用いた再生医療の現状



座長 
  理化学研究所 バイオリソースセンター
    室長 中村 幸夫

（第２部）

  京都大学再生医科学研究所 
    教授 中辻 憲夫

テーマ：ヒトES細胞株の樹立と利用:なぜ万能細胞とよば
れるのか

  広島大学大学院医歯薬総合研究科 
    教授 加藤 幸夫

テーマ：ヒト間葉系幹細胞マーカー遺伝子を用いた品質
検定

  国立成育医療センター研究所 
    部長 梅澤 明弘

テーマ：成育バイオリソースとしての小児軟骨・胎盤・臍
帯血・子宮内膜・月経血・皮膚・脂肪

座長 
  京都大学大学院医学研究科
    教授 中畑 龍俊

（第３部）

  理化学研究所 バイオリソースセンター 
    サブチームリーダー 三好 浩之

テーマ：レンチウイルスベクターを利用した幹細胞研究の
可能性

  石渡病院細胞生物学研究所 
    院長 石渡 勇

テーマ：In vitroにおけマウス胚発生と個体形成 
～ヒト胚細胞応用のため基盤技術開発～

  理化学研究所 バイオリソースセンター 
    室長 中村 幸夫

テーマ：細胞資源の充実による知的基盤整備への貢献 
～細胞材料の信頼性・安全性・倫理性・知的財
産権～



座長 
  国立成育医療センター研究所
    部長 梅澤 明弘

（閉会） 閉会挨拶 
  理化学研究所バイオリソースセンター 
    センター長 小幡 裕一

以上

《会場の様子》




